
令和７年度 長倉小学校 学校経営ビジョン

社会の中で自立した人間として「幸せ」に生きていくための総合的な力の育成

教師の願い 教 育 目 標 保護者の願い
◎素直さ、純真さ ◎やさしさ、思いやり
◎思いやり ◯ よく考える子ども ◎生き生き、伸び伸び
○自主性、積極性 ◯ 思いやりのある子ども ○自主性、積極性
○粘り強さ、自信 ◯ 健康な子ども ◯あいさつ

育てる４つの力

課題対応能力 自己理解・ 人間関係形成・ キャリア
自己管理能力 社会形成能力 プランニング能力

重 点 目 標
○ 進んで学習し、一人ひとりがよさを発揮しながら解決することができる。 （知）
○ いつでも、どこでも、だれにでも、自分から心のこもったあいさつができる。 （徳）
○ めあてを持ち、積極的に運動に取り組むことができる。 （体）

学 校 経 営 の 基 本 方 針
社会の中で自立した人間として「幸せ」に生きていくための総合的な

力を子どもたちに育成する。
・ 自己肯定感 ・ 規範意識 ・自分を大切にする力 ・人と関わる力 ・ 継続できる力
・ 忍耐力 ・ プレゼン力 ・ 将来に活きる汎用的能力

思いやりのある子ども（心を鍛える） よく考える子ども（頭を鍛える） 健康な子ども（体を鍛える）
◎認め合い励まし合う集団 ◎弛まない授業改善 ◎生きる基盤となる体づくり
○善悪の判断、規範意識の醸成 「主体的・対話的で深い学び」 ○望ましい生活習慣の形成
○自他の生命を大切にする心と ○学習習慣の確立 ○健康の保持増進
実践力の育成 ○個に応じた指導の推進 ○体力の維持向上

○豊かな感性の育成 ○地域に根ざす教育活動の実施 ○危険回避能力の育成

□あいさつ、返事、靴を揃える □少人数教育の実施 □家庭との連携による望ましい
指導の徹底 □特別支援教育の推進 生活習慣の確立と健康の管理

□約束やきまりづくりへの参画 □全国学調・ふくしま学調・Ｎ □体力向上推進計画に依る取組
□考え、議論する道徳科の授業 ＲＴの活用強化 □体育科の指導の工夫
□Ｑ－Ｕテストの活用 □活用力育成シート等の活用 ○運動身体づくりプログラム
□定期・適時の教育相談の実施 □デジタル教科書やＩＣＴ機器 の活用とめあて学習の工夫
□異学年との交流活動の推進 の積極的活用 ○朝の体力づくりと業間運動
□係・委員会活動、クラブ活動、 □生活科･総合的な学習の時間 □健康教育の推進
ボランティア活動の推進 と各教科等の連携 ○検査の分析と健康相談、学

□情報モラルの指導の工夫 □探究プロセスの重視 校保健委員会の充実
□インクルーシブ教育(交流活 □がんばりタイム(朝学習) □外部講師等との連携
動)の推進 □各種コンクールへの挑戦 ○歯科、薬物乱用防止、食育、

□キャリア教育の推進（チャレ □｢家庭学習スタンダード｣に依 性、防犯・防災、放射線教育
ンジノートへの記録） る家庭学習の充実 □体育的行事・活動の工夫

□人権・法教育の充実 □学校図書館の活用と読書タイ □自己管理力の育成（自分手帳
□人生の先輩（外部講師）との ムの実施 の活用）
出会いの場の設定 □家庭と連携したノーメディア □悩み･いじめ等の調査の実施

□長倉の杜(恵まれた自然)の積 デーの実施 と教育相談の充実
極的な活用 □授業評価と諸研修の充実 □スクールカウンセラーや関係

□常磐地区の教育資源の利活用 機関等との連携

保護者・地域・関係機関との連携
１ 情報の収集・発信、健全育成のための連携 ２ ＰＴＡ活動の工夫と保護者と教職員の連携
３ 学校評価を生かした学校経営の改善と公表 ４ 幼保小中の連携強化

私の考えを見つける力 私を表現する力 仲間と高め合う力 チャレンジし続ける力


